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くらしの総合相談所の開設日について
日　に　ち 開設時間 場　　所 相　談　内　容 電話相談

3月14日（木） 10：00～12：00 筒賀福祉センター 人権 ･行政 ･一般 ･福祉・法律 ×
※法律相談は予約制です。相談を希望される方は、前日までにご連絡ください。

出張職業相談会 in 安芸太田町
日　　時 場　　所 相談内容 申　込　先

3月22日（金）
11:00～16:00 筒賀福祉センター 就職・転職相談　他 働きたい人全力応援ステーションひろしま

要予約（TEL：082－502－7911）

相談無料 秘密厳守
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■開催日／３月13日（水）
■場所（時間）／戸河内（９：30～11：30）
　　　　　　　加　計（13：30～15：30）
■定　員／各会場30名まで

シニアクラブ連合会

シニア健康大学 開校中!! 《身障・原爆被害者の会合同日帰り研修
旅行を実施します》
■開催日／３月27日（水）
■行き先／呉方面　大和ミュージアム他

原爆被害者の会・身体障害者福祉協会

各 団 体　３月以降の行事予定

★第19回輪投げ大会!!

新年度 2024（R6）年度　総会開催計画紹介

【問い合わせ先】　町社協内　各４団体事務局　　☎32ー2226まで

■開催日／３月21日（木）
■場　所／川・森・文化・交流センター
　　　　　（やまびこホール）
■時　間／９：30開会（受付9：00）

《春季例大祭　団体参拝》
■開 催 日／４月14日（日）
■場　　所／広島護国神社
■募　　集／３月上旬から募集受付開始
■参 加 費／1,500円
■交通手段／貸切バス予定

遺族会

遺 　 族 　 会 4月17日（水）

午前10時から 筒賀福祉センター

１階　集会室
シニアクラブ連合会 4月26日（金） ２階　大集会室
身体障害者福祉協会 5月20日（月） １階　集会室
原 爆 被 害 者 の 会 5月31日（金） ２階　大集会室

♦日　時／５月31日（金）13：30～
♦場　所／筒賀福祉センター大集会室
♦講　師／家族伝承者　杉　浦　圭　子さん　
♦内　容／家族伝承講話について
　　　　　※講師については調整中のため、変更する場合もあります。

原爆被害者の会　講演会開催予定のお知らせ



広島県石材工業協同組合加盟店
安芸太田町津浪11－1

☎（0826）23－1084
吉村石材店
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　昨年末の寒波襲来により複数の除雪依頼があり、住民ボランティアの方々に除雪し
ていただきました。松原・三和（川手・梶ノ木・板ケ谷）・上田吹と共助除雪の仕組
みづくりの一環として、赤い羽根共同募金会と日本赤十字社からの助成金等を活用し、
除雪機を購入。この除雪機を使い２件の高齢者独居宅で玄関前から生活道までの間を
除雪しました。２件とも積雪量が50㎝以上あり、また玄関から生活道までは20～30ｍ
あり、とても一人ではどうすることもできない状況でした。
　除雪機を使い約１時間程度で生活道を確保。依頼された方も大変喜んでいました。
暖冬傾向の今シーズンですが、年々“ドカ雪”傾向にあります。今後も除雪依頼は増
加が見込まれます。そのため、ボランティアの確保が急務となっています！
　除雪ボランティアに協力いただける方や詳しい内容が知りたい方は、本会までご連
絡ください。除雪を希望される方は、１時間あたり2,000円の燃料費（除雪機等）の
実費負担をお願いします。

■対 象 者／高校生以上で雪かきができる方
■作業内容／玄関から生活道までの間の雪かき
■活動場所／松原・三和（川手・梶ノ木・板ケ谷）・上田吹
※上記３地区を今年度は新たな共助除雪の仕組みづくりをモデル地区として実施。除雪道具、社協が保有する除雪機、
　スノーダンプを使用していただきます。その他、ケガや物損をした場合、本会が加入する活動保険で対応します。
※ボランティア活動を必要とする際、登録された方へ連絡します。この取り組みは、広島県共同募金会からの配分
　を受け実施しています。

雪かきボランティア活動を実施しました!
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安芸太田中・加計高生がボランティア参加
　１月27日（土）認定ＮＰＯ法人ひゅーるぽん（安佐南区川内）主催の雪遊びに、ボラ
ンティアスタッフとして、安芸太田中学生４人、加計高校生２人が参加しました。
　コロナ前は毎年開かれていたこの行事も久しぶりに行われ、普段雪に触れることのな
　　　　　　　　　　　　　い広島市内の子どもたちは大喜び。地元の中高生たちがソ
　　　　　　　　　　　　　リ滑りや雪だるまづくりなどを手ほどきしました。
　　　　　　　　　　　　　　初めてボランティアに参加する中学生には不安そうな様
　　　　　　　　　　　　　子も見受けられましたが、時間を追うごとに溶け込み、活
　　　　　　　　　　　　　動をサポートしながら一緒に楽しんでいました。
　　　　　　　　　　　　　　今後もさまざまな活動へ参加してもらいたいと思います。

中学生の感想（一部抜粋）
・みんなでソリ滑りや雪合戦、雪だるまをつくるな
　ど、雪遊び満喫でき、よかったです。そしていろ
　んな人と楽しく話すことができて楽しかった。ま
　た交流する機会があったら、もっと仲良くなった
　り、大きな雪だるまをつくりたいです。
・いつもふれあわない小学生と遊ぶことができて楽
　しかった。自ら進んで準備などができるようにな
　りたいです。

認定NPO法人ひゅーるぽん主催　ゆきあそび

　町内の中学校・高校ではボランティア活動への参加を積極的に呼
びかけ、地域社会に貢献できる人材育成に取り組んでいます。
　安芸太田中学校区は、安芸太田中学校区支援協議会を立ち上げ、
地域ぐるみで取り組みを進めています。協議会では、校区児童生徒
が郷土への愛着を深め、また地域を大切にする心を育むための活動
に必要な経費等を確保するため、赤い羽根共同募金会のテ
ーマ型募金（ＥＳＤ支援プロジェクト）を活用し、募金活動を行っ
ています。募金期間は３月末で、郵便局の専用の振り込み用紙によ
り振り込みとなります。用紙は本会にありますので、ご連絡いただ
ければ送付します。
　安芸太田町の未来をつくる児童生徒の活動にご支援ください。



加計店
☎ （0826）22－1313
（0826）22－2206

不要品無料回収します！
「あなたの不要品は
きっと誰かの必要品」
無料回収した不要品の無料譲渡活動を
しています！小物から家具家電まで♪
●問い合わせ
　090－2722－7673（松岡）
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社会福祉施設法人・事業所等のネットワーク

安芸太田町地域福祉ネットワーク

協議会の取り組み
　７つの法人・事業者・行政関係課で組織し、町内の
地域福祉推進等を目的に情報交換を行っています。
　これは社会福祉法の改正により社会福祉法人には地
域公益活動が責務とされ、地域において、少子高齢化
・人口減少などを踏まえた福祉ニーズに対応するサー
ビスの充実を図ることとなっていることや、地域共生
社会の実現に向け、児童・障がい・高齢の分野間の連
携強化などの必要性が高まったことから、定期的に情
報交換を行う場を令和４年７月に立ち上げました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報交換以外の取り組みとしては、人権フェ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタでの福祉ブース展を企画実施し、福祉施設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や福祉用具などを体験する場を設け、より身近
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に感じていただく場を設けたり、また各法人・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業者が地域を回る際に、地域の見守り活動を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来年度はさらなる活動の活性化を目指し、特
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に誰もが住み慣れた家やまちで暮らし続けられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るよう、福祉への理解を深めると共に福祉人材
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確保につながる取り組みを検討しています。

　水引を使って、『神楽おろち』をデザインしたポチ
袋を作っています。メンバー（ご利用者）が一つひと
つ手作りで作成しています。また、古くから神様に捧
げるしめ縄などに使われた、イネ科の真菰（まこも）
を使ってストラップを作っています。　

クローバータウンニュース

注文先は、クローバータウンまで ☎22－2190
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　新型コロナの影響による離職や収入の減少、また世界情勢不安からさまざまなものが値上がりし、
生活苦になる方も年々増加傾向です。
　こうした中、本会では生活が安定し、継続して自立した生活を営めるよう、さまざまな企業や法人
等と連携し、生活再建のお手伝いを行っています。
　具体的には、お悩み相談から始まり、悩みに対する課題の整理を相談者と一緒に行いながら生活の
安定に向けたプランの作成や必要に応じては家計の可視化を行い、収支バランスを見直します。また
必要に応じては福祉資金の貸付も行っています。
　課題解決に向けては福祉的な制度やサービスだけでは対応できないことも多く、民間事業者等との
協力により解決に向かうこともあります。働きたい人全力応援ステーション（株式会社アソウヒュー
マニーセンター）のキャリアカウンセラーによる就労相談（出張就職相談会）や法人（社会福祉法人
・一般社団法人、農業法人）による就労の受入、企業や住民からの食料支援もあります。また今年度
は赤い羽根共同募金会からも食材等提供が行える活動費を配分していただき、長期保存食などを整備
しました。
　誰もが安心して暮らすことのできるまちづくりをさまざまな方々の協力のもと取り組んでいます。
お米などの支援物資も受け付けていますし、生活のしづらさに関する相談も随時受け付けます。お気
軽にお問い合わせください。

生活困窮者自立支援事業

さまざまな事情で暮らしにお困りの方を

町内外の企業・法人等の協力を受けてサポートしています!

※「ドライブ」というと運転をイメージする人もいるか
　もしれませんが、ここでは「○○運動」という意味で
　使われています。最近では、企業のCRSやSDGs活動
　の一環として、企業がフードドライブを実施し、社員
　が家に余っている食品を持ち寄るといったケースも増
　えています。

　昨年12月、県内の企業よりフードドライブを受
けました。フードドライブとは、家庭で余ってい
る食品を学校や職場などに持ち寄り、食べ物を必
要とする団体や施設に寄付をする活動のことです。
　段ボール箱いっぱいに食材が入っており、長期
保存できるパスタから、すぐに食べることのでき
るレトルト食品、子ども向けのおやつなどを送っ
ていただきました。
　既に一部を活用し、こども向けの活動や相談対
応の際に、必要な品物をお渡しさせていただいて
います。
　ご支援くださり、ありがとうございました。

ご 紹 介




